
5 年度

【評価の内訳】

【事業に関する意見】

1

2

3

4

5

6

7

協働事業評価に係る意見一覧【推進委員会各委員】

実施年度 令和

事業の名称 世界が広がる！学校では教えてくれない国旗の授業

団体名 富士見三芳稲門会

担当課名 文化・スポーツ振興課

協働事業の評価 評価数

当該協働事業を実施したことで、具体的に市民サービスが向上する等、適切な
協働事業として評価できるものである。 5

ほぼ適切な協働事業として評価できるものである。 2

協働事業として、うまく機能しなかった。 0

・普段あまり関わることのない国旗を通して世界の文化等に触れることができ、参加者のアン
ケート結果を見ても評価できる内容だと思います
・第二回の開催に参加させて頂きましたが、小さいお子さんを含め親子での参加者が
　多く、ゲーム感覚で楽しめているように感じました。

・国旗から世界について学ぶのはとても入りやすいが、景品をお渡しするじゃんけん大会等は
必要ないのかなとも思う。国旗についての知識や外国の方に対する興味をもっと高める内容を
もっと考えて欲しい。
・海外に対する興味や社会情勢をもう少し高めるような内容にしていかないと事業としてはい
かがなものかなと思った。
昨今、TVやインターネットなどでさんざん海外については興味深くなる情報番組があるので話
し方や内容をもう少しブラッシュアップする必要性があると思う。粗品を渡すというようなイ
ベントは要らない気がします。

・報告書やアンケート結果から、市民サービスの向上につながったもので、適切な協働事業と
して評価できました。複数回の打ち合わせの内容が具体的で、授業の完成度が高くなるように
工夫していると思いました。
・アンケート結果からも、有意義な事業であることが評価できました。市民のイベントとして
内容をアレンジして、継続できるといいと思いました。アンケートにもありましたが、学校で
は学べない事柄（国旗から、その国の食文化の簡単な紹介とか？）は、ヒントになりそうで
す。

・開催後のアンケートの結果からも満足度が高いことから、それぞれのの立場で相互に協力し
事業を実施することができたのかと思う。
・１回目のアンケートでは「クイズが難しい」が多かったが、二回目のアンケートが「ちょう
どよい」が多数になっており、しっかりと1回目のアンケート結果からフィードバックして質
の高い事業が行われたのだと思う。

・国旗を学ぶことでその国の文化等に興味を持つ機会になっている。親子や友達と相談してク
イズに答える方法は理解を深めるだけでなく、話し合いや説得・納得の方法を学ぶ機会になる
と思う。
・国旗を題材に親子・友達同士でクイズに答えるために考え、相談することで色々な事に興味
を持ち得ると思う。
・もう少し学びの時間があっても良いのではないか。日用品配布の為、全員でのじゃんけんに
時間をかけすぎているように思う。日用品をもらってない人でじゃんけんをし、時短と公平感
をとることもできるのではないか

・団体、担当部署の評価等において双方ともに地域課題の解決に関する項目のみ○で少し控え
めな評価が気になりました。報告の中では、本事業を通じて具体的に市民サービスが向上した
という記述が見受けられない為こちらの評価にしました。
・アンケートを見るに１回目の反省点を改善し２回目につなげる柔軟さと修正する力は素晴ら
しいと思います。
当日参加は残念ながら叶いませんでしたが、プレゼンテーションの中で提示された地域課題に
ついて今回の協働事業の中で解決に向けて取り組むということを参加者と共有できたかどうか
が気になりました。アンケートの回答を見る限り、目的（地域課題の解決）と手段（国旗の授
業）が十分に伝わっていないように思います。
ただ、参加層の年齢を考慮するとバランスはとても難しいですし、今回の協働をキャッチと
し、徐々にアプローチをしていただければと思います。
“楽しいイベント”だけではなく、地域の課題について理解し子どもたちにとって故郷である
富士見市の“多文化共生”というものに触れられる機会になると、なお良いと思いました。

・団体と担当部署の役割が明確に記載されている。また、打ち合わせを何度も行っていて、相
互のズレをなくし計画が立てられている。
・アンケートを見ても、ほとんどの方がまた参加したいという評価をいただいていることか
ら、非常に有意義な時間になっていると感じた。また、家族や友人、地域住民とのコミュニ
ケーションの場にもなっている。

資料５


